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空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
通
じ
て

森
林
公
園
環
境
の
大
切
さ
を
発
信

一
般
財
団
法
人
　
中
央
森
林
公
園
協
会
理
事
長
　
よ
仲
払
悩
　
”廿
（
一
一
師
即

広
島
県
の
中
央
部
、
広
島
空
港
を
取
り
囲

む
広
島
県
立
中
央
森
林
公
園
は
、
現
空
港
の

開
港
と
同
時
に
開
園
し
、
爾
来
四
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
多
く
の
県
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

開
園
当
初
に
は
貧
弱
で
あ

っ
た
林
相
も
、

当
地
で
行
わ
れ
た
平
成
７
年
の
全
国
植
樹

祭

。
平
成
１８
年
の
全
国
育
樹
祭
を
契
機
に
、

企
業
参
加
の
森
づ
く
り
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
を
通
じ
て
、
多
彩
で
多
様
な
森
林
資

源
が
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
、
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
財
団
は
、
広
島
県

。
中
国
新
聞
社

・
三

原
市

（
本
郷
町
Ｙ

東
広
島
市

（
河
内
町
）

の
四
者
の
出
え
ん
に
よ
る
基
本
財
産
を
も
と

に
、
県
立
中
央
森
林
公
園
の
管
理
運
営
に
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
〈
フ
か
ら
２８
年
前
の

平
成
４
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
広
島
県
の
空
の
玄
関
で
あ
る
空
港

は
、
広
島
市
西
区
か
ら
豊
田
郡
本
郷
町

（
三

原
市
）
へ
の
移
転
が
急
ビ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
お
り
、
周
辺
を
囲
む
森
林
公
園
で
は
、
空

港
の
緩
衝
緑
地
・森
林
の
多
様
な
体
験
活
動
・

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

・
災
害
の
防
止
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

平
成
５
年
の
森
林
公
園
の
開
園
以
来
、
当

協
会
は
広
島
県
か
ら
の
施
設
の
管
理
運
営
受

話
者
と
し
て
ま
た
指
定
管
理
受
託
者
と
し

て
、
森
林
公
園
の
管
理
運
営
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

県
立
中
央
森
林
公
園
の
魅
力
あ
る
施
設
の

二
枚
看
板

一
つ
は
、
広
島
県
の
三
つ
の
景
観

（山

¨

中
国
山
地

・
里

¨
賀
茂
台
地
や
世
羅
台
地

・

海

一
瀬
戸
内
海
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
広

大
な
日
本
庭
園

「
三
景
園
」
で
す
。

も
う

一
つ
は
、
空
港
の
外
周
を

一
周
す
る

自
転
車
競
技
大
会
開
催
も
可
能
な
専
用
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
中
心
に
当
協
会
で
は
、

広
々
と
し
た
広
大
な
森
林
環
境
を
活
か
し
た

管
理
運
営
を
手
掛
け
ま
す
と
と
も
に
、
年
間

１
０
０
に
及
ぶ
独
自
イ
ベ
ン
ト
を
ど
、
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

開
園
か
ら
四
半
世
紀
、
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
∃
ン
施
設
の
宿
命

と
も
い
え
る
不
安
定
な
気
象

へ
の
対
応
な

ど
、
苦
労
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
。

近
年
は
年
間
２５
万
人
前
後
と
利
用
客
数
は

安
定
を
見
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
過
年
度
は

西
日
本
豪
雨
に
よ
る
休
園
、
本
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
な
ど
、

将
来
需
要
を
的
確
に
把
握
対
応
す
る
こ
と
も

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
に
も
、
航
空
需
要
の
速
や
か
な

る
回
復
を
祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
皆
様
の
ご
理
解

・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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吉
舎
学
区
緑
化
事
業

〈三
次
市
立
吉
舎
中
学
校
〉

み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
紹
介

日
国
Ⅲ
目

三
次
市
で
は
全
て
の
中
学
校
区
で
小
中

一

貫
教
育
を
進
め
て
い
表
す
。吉
舎
学
区
で
は
、

保
育
所
か
ら
高
校
ま
で
日
常
的
に
様
々
な
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
吉
舎
中
学
校
は
、
吉

舎
学
区
の
花
植
え
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
中
心
と

し
て
、
２
年
前
か
ら

「緑
の
募
金
事
業
」
の

支
援
を
い
た
だ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。
吉
舎

中
学
校
は
、
生
徒
数
７３
人
の
小
規
模
校
で
す

が
、
そ
の
良
さ
を
活
か
し
生
徒
会
を
中
心
に
、

小
中
高
、
地
域
の
方
と

一
緒
に
花
植
え
を
行

う
こ
と
で
、
小
学
生
に
対
し
て
は
、
思
い
や

り
や
良
き
手
本
と
な
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
を

も
っ
て
、
高
校
生
に
対
し
て
は
、
良
き
モ
デ

ル
と
の
交
流
で
将
来
の
見
通
し
を
持
て
る
よ

う
、
ま
た
地
域
の
方
と
は
、
花
植
え
を
通
し

て
絆
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
は
、
「
挨
拶
、
笑
顔
、
花
と
歌
声
の

あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
日
ご
ろ
か
ら
、
花
の
あ
ふ
れ
る
学
校

づ
く
り
、
挨
拶
や
花
づ
く
り
等
、
地
域
と
の

交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
思
い
や
り
の
心
や

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
学
校
の
児
童
と
中
学
校
の

生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
花
植
え
を
行

い
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
、

出
来
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
民
生
委
員
さ
ん
が
、

花
を
管
理
し
て
も
ら
え
る
方
を
募
集
し
、
取

り
に
来
て
も
ら
っ
た
り
、
生
徒
が
家
へ
届
け

た
り
し
志
し
た
。

今
で
は
、
民
生
委
員
さ
ん
と

一
緒
に
考
え

た

「吉

（よ
）
き
舎

（や
ど
）
り
　
輝
く
花
で

つ
な
が
ろ
う
」
の
キ
ャ
ツ
チ
コ
ピ
ー
入
り
の
プ

ラ
ン
タ
ー
が
町
内
各
地
に
置
か
れ
、
綺
麗
な
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。　
一
味
違
っ
た
つ
な
が
り
に

童
ネじ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
、
梅
雨
に
入
り
蒸
じ
署
い
日

が
続
き
、
庭
で
は
ア
ジ
サ
イ
が
元
気
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
毎
年
６
月

に
地
域
の
方
と

一
緒
に
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
〈
フ
回
も

地
域
の
方
と

一
緒
に
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

を
行
う
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
私
た
ち
だ
け
で
植
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
花
を
通
し
て
地
域

の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と
植
え
た
花
の
世

話
を
地
域
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
依
頼
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
花
を
植
え

る
こ
と
よ
り
も
、
世
話
を
す
る
こ
と
の
方
が

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
花
を
通
し
て
町
の
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
ま
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

目
買
り回
国

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
綺

麗
に
花
を
植
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ

に
、
他
の
学
年
と

一
緒
に
協
力
し
て
行
う
の
で

仲
良
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
今
回
植
え
た
花
を
通
し
て
、
地

域
に
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
が
も
っ
と
つ
な
が
れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
花
を
植
え

た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
地
域
へ
届
け
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら

「地
域
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ

う
」
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域

で
は
、
「
こ
れ
は
大
切
に
育
て
て
可
愛
い
花

を
咲
か
せ
て
あ
げ
ん
と
ね
。水
や
り
す
る
よ
。

肥
料
は
？
土
を
も
う
ち
よ
っ
と
入
れ
て
お
こ

う
。
」
と
か
、
い
ろ
ん
な
声
が
聞
か
れ
、
皆

さ
ん
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
感
謝
で
す
。
梅
雨
時
期
　
お
身
体

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

一団
回
花
植
え
を
通
し
て
、
生
徒
と
地
域
の
方
と

の
つ
な
が
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
な
り

ま
し
た
。
支
援
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

「緑
の
募
金
事
業
」
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

中学生の花植えの様子、小グループに分かれて実施 しました。

手紙を添えて、地域の方に花を配達

事
業
に
取
り
組
ん
だ
理
由

取
組
み
内
容
等

生
徒
か
ら
地
域
の
方
へ
の
手
紙

民
生
委
員
さ
ん
か
ら
の
お
礼
の
手
紙

花を取りに来られた方もおられます
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生
い
立
ち
各
一̈・８
響
百

緑
の
少
年
団
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
緑
と
親
し
み
、
緑
を
愛
し
、
緑
を
守
リ

育
て
る
活
動
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

そ
し
て
人
を
愛
す
る
心
豊
か
な
人
間
に
育

っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主
的
な
団
体

で
す
。

書

誕
生
と
成
長

昭
和
３５
年
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
が
「グ

リ
ー
ン

・
ス
カ
ウ
ト
」
の
名
称
で
緑
化
を
実

践
す
る
少
年
団
の
結
成
を
呼
び
か
け
、
各
地

で
少
年
団
が
誕
生
し
ま
し
た
。

更
に
、
昭
和
４４
年
に
は
、
秋
田
県
か
ら

「緑

の
少
年
団
の
結
成
」
の
提
案
が
あ
り
、
以
後

各
県
で
緑
の
少
年
団
が
結
成
さ
れ
団
数
も
著

し
く
増
加
し
ま
し
た
。
広
島
県
で
は
、
昭
和

５０
年
か
ら
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ

発
展
緑
の
少
年
団
の
成
長
に
伴
い
、
昭
和
５０
年

代
に
な
っ
て

「都
道
府
県
連
盟
」
の
組
織
化

が
始
ま
り
、
平
成
元
年
、
少
年
団
の
内
容
充

実
や
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
全
国
緑
の
少
年
団
連
盟
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
「広
島
県
緑
の
少
年
団
連

盟
」
は
、
平
成
７
年
７
月
１２
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
２
年
現
在
、
全
国
で
は
３
２
２
５
団

体
、
約
３３
万
人
の
子
供
た
ち
が
少
年
団
に
加

入
し
活
動
し
て
お
り
、
広
島
県
で
は
２９
団
体
、

３
０
３
３
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●

学
習
活
動

森
林
や
緑
の
働
き
を
団
員
の
年
齢
や
学
力

に
応
じ
て
学
び
、
動
植
物
の
観
察
や
保
護
に

つ
い
て
の
学
習
、
植
林

・
下
草
刈
り
な
ど
林

業
の
体
験
、
花
の
栽
培
や
木
工
体
験
な
ど
を

行
い
ま
す
。

癬
奉
仕
活
動

街
頭
で
の
緑
の
募
金
の
呼
び
か
け
や
、
地

域
の
花
壇
の
手
入
れ
、
緑
地
帯
や
河
川
の
清

掃
、
緑
化
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
の

一
員
と
し
て
の

自
覚
を
養

っ
て
い
き
ま
す
。

団
員
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
緑
を
豊
か

に
す
る
よ
う
、
汗
を
流
し
て
勤
労
の
喜
び
を

体
得
し
、
社
会
奉
仕
に
励
む
心
構
え
を
養
い

ま
す
。

●

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

キ
ャ
ン
プ
や
登
山
体
験
な
ど
、
森
林
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
∃
ン
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
島
県
で
は
毎
年
夏
に
、
１
泊
２
日
の
日

程
で
、
交
流
集
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
少
年
団
が
集
ま
り
、
各
国
の
活
動

内
容
発
表
や
、
伐
採

・
木
エ
ク
ラ
フ
ト
な
ど

の
体
験
学
習
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
な
ど

の
５
外
活
動
を
通
じ
て
相
互
の
交
流
と
親
睦

を
図
る
と
と
も
に
、自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、

心
身
を
鍛
錬
し
、
自
立

・
友
愛

・
協
同

・
奉

仕
の
心
を
養
い
ま
す
。

●

顕
彰

。
発
表

み
ど
り
の
奨
励
賞
、
育
成
功
労
賞
、
全
国

緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
な
ど

●

各
緑
化
行
事
へ
の
参
加

全
国
植
樹
祭
、
全
国
育
樹
祭
、
み
ど
り
の

感
謝
祭
で
の
苗
本
贈
呈
、
お
手
植
え
の
介
添

え
な
ど

●

相
互
交
流

緑

の
少
年
団
交
流
大
会

（
北
海
道

で
開

催
）
、
東
海
地
区
み
ど
り
の
少
年
団

（
隊
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
リ
ー

（愛
知
、
岐
阜
、
三

重
の
持
ち
回
り
で
開
催
）
、
ロ
シ
ア
と
の
国

際
交
流
事
業
な
ど

緑
の
少
年
団
に
対
し
、
国
土
緑
化
推
進
機

構
及
び
各
都
道
府
県
緑
化
推
進
委
員
会
で

は
、
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
で
は
、
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た

「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し
、

広
島
県
緑
の
少
年
団
連
盟
を
通
し
て
各
緑
の

少
年
団
に
対
し
、
活
動
費
の
助
成
や
交
流
集

会
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
少
年
団
を
結
成
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

活
動
の
内
容

全
国

。
プ
ロ
ツ
ク
規
模
の
活
動

育
成

・
活
動
支
援

4

“
ヽ

・
　

７

■

Ill
¬

彙 =』
紀―,1.

,
ヽ

~＼

摯



△
塁
百
のの
　
　
　
義

〈廿
日
市
市
吉
和
〉

．ｄ
鋼

西
中
国
山
地
の
標
高
９
０
０
ｍ
に
位
置
し

て
い
る
も
み
の
き
森
林
公
園
は

「森
林
浴
の

森
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
面
積
４
０
０

ｈａ

（東
京
ド
ー
ム
８６
個
分
）
と
い
う
広
大
な

敷
地
を
有
す
る
レ
ジ
ヤ
ー
施
設
で
す
。

人
気
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
イ
が
揃
う
地
上
版

の

「
わ
ん
ぱ
く
の
森
ア
ス
レ
チ
ツ
ク
コ
ー

ス
」
、
空
中
版
の

「
フ
オ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
広
島
」
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、
宿
泊
施
設

「も
み
の
き

荘
」
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
、
そ
り
遊
び
場
な
ど
多
彩
な
施
設

が
あ
り
、
１
日
で
は
遊
び
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
景
観
が
美
し
い
広
大
な
大
自
然
の
な
か

で
、
家
族
や
友
人
と
た

っ
ぶ
り
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、
紅
葉
は
例
年
１０
月
ご
ろ
か
ら
徐
々

に
色
づ
き
始
め
、
１１
月
上
旬
ま
で
公
園

一
帯

を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
の
途
中
に
あ
る
大
聖
寺
湖
は
、
湖
面
に

映

し
出

さ

れ

る

紅

葉
が

美

し

く

人

気

の

ス
ポ

ツ

ト
で
す
。
ま
た
、

宿

泊

施

設

か

ら

眺

め

る
夕

陽

に

映

え

る
山

々

の

雄

大

な

姿

も

人

々

を
魅

了

し

ま
す
。

宿
泊
施
設

「も
み
の
き
荘
」

１
日
で
は
物
足
り
な
い
１
宿
泊
施
設
に
泊

ま

っ
て
大
自
然
を
存
分
に
満
喫
し
ま
せ
ん

か
。
″
耳
よ
り
情
報
″

で
す
。
今
年
度
は
、

Ｇ
Ｏ
丁
○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（令
和
３
年
３
月

１５
日
ま
で
）
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
か
ら
の
宿
泊

は
、
３５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
宿
泊
で
き
ま
す
。

野
鳥
の
さ
え
ず

り
や
満
天
の
星
空

を
満
喫
で
き
る
自

然
環
境
豊
か
な
□

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自

慢
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。
各
サ
イ
ト

は
自
然
の
樹
木
で

区
切
ら
れ
、
プ

ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
ち

や
す
い
フ
ア
ミ
リ

ー
タ
イ
プ
。
隣
接

し
て

「
わ
ん
ぱ
く

の
森
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
コ
ー
ス
」
が
あ

り
ま
す
。

フ
オ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
広
島

自

然

共

生

型

ア
ウ
ト
ド

ア
パ

ー

ク

で
、
自

然

の
ま
ま

の
樹
木

や
地

形
を
利

用

し
た
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク
を

コ
ー

ス

が

特

徴

で

す
。

ス
リ

ル
満
点

の

空
中
散
歩
や
ジ

ッ
プ

ス
ラ
イ
ド
の
ほ
か
、
ハ
シ
ゴ
や
吊
橋
、

タ
ー
ザ
ン
ス
イ
ン
グ
な
ど
ｌ

見
渡
す
限

り
の
森
林
の

中
に
あ
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ

□
―
ド
は
１

周
６

・
１５
ｋ

ｍ
で
す
。
季

節
ご
と
に
移

ろ
う
高
原
の

豊
か
な
景
色

を
眺
め
な
が

ら
颯
爽
と
駆

け
抜
け
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ

は
い
か
が
で

す
か
。

※
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
す
べ
て
予
約
が
必
要
で
す
。

冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
屋
外
施
設
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

施
設
の
料
金
、
営
業
時
間
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

丁
Ｅ
Ｌ

０
８
２
９

（
７
７
）
２
０
１
１

最
後
に
、
〈
フ
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
企
業
、
学
校
関
係
の
利
用

の
自
粛
に
よ
り
大
幅
な
収
入
減
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
管
理
運
営
に
苦
慮
し
て
い
ま
一９
ｃ

Ｈ
Ｉ
丁
ひ
ろ
し
ま
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
に
ご
協
力
を
１

や

研
修
棟
も

あ
り
、
宿

泊

と
合

わ
せ

て

の
野
外
活
動

や

ス
ポ

ー
ツ

合
宿
、
研
修
、

講
演
会
や
会

議

な
ど
、
さ

ま
ざ

ま
な
目

的

に
利

用
が

可
能
で
す
。

四
季

折

々

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
！
ド

5
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締め切り

令和3年 1月 29日0

森林・林業・環境緑化をテーマにした写真を募集します。

お問い合わせ・送り先    〒730‐8511広島市中区基町10‐52広島県庁森林保全課内
広島県林業改良普及協会 TEL.082‐ 513‐ 4840  FAX.082‐ 223‐3583

題 材

①県民参加による森林整備やその普及・啓発活動、その

成果を示す風景。②県内の林業作業風景 (植樹を含む)、 林

相、山村の民家、森、奇岩、山村の祭り、木造建築、木材の

加工、林産物生産などを対象としたもの。③学校・工場・広

場などの環境緑化のための植樹作業風景、森林レクリエー

シ∃ン施設などの利用風景などを対象としたもの。

サイズ

2L版 (12.7cm× 178cm)カ ラー、縦位置可
作 品

未発表の作品に限ります。
「林業・環境緑化写真コンクール応募票」に住所、氏名、

撮影年月日、撮影場所、主題と簡単な説明を記入し、写真

の裏へ貼付してください。なお、出品点数には、制限ありま

せん。

応募資格

広島県在住者であること。職業写真家でないこと。

賞および賞品

特選 2点 (賞金2万円)、 入選10点  (賞金5千円)
佳作若干 (賞金3干円)
入選発表

結果は、令和3年 4月 1日⑥に広島県林業改良普及協会発

行の「ひろしまの林業」及びホームページ上にて発表します。

その他

入賞作品は、令和3年度「ひろしまの林業」の表紙に使用

するほか、県民の緑化意識の啓発、高揚を図るため、林業、

環境緑化関係の広報資料として使用します。応募作品の版

権は広島県林業改良普及協会に帰属し、応募作品は返却し

ません。

入賞作品は、ネガ又はデータを提出していただきます。

イベント掲示板 (10月～12月 )

行  事  名    1 
実  施  日 1 料  

金
 1 
申込 (期限)|

広 島 県 緑 化 セ ン タ ー TEL 082‐ 899‐2811広島市東区福田町 http:〃 ryOkka‐ c.jp/

内    容

秋のきのこ教室

10月の自然探勝
秋のバードウォッチング

もみじ祭り2020
(はなのわスポットイベント)

松の手入れ 秋

第 24回みどりの集い
～ありがとう 40周年～

季節の寄せ植え
『葉ボタン八ンギ

たね団子を作ろう

11月の自然探勝

シダの学習会

三本木山自然探勝

整枝・剪定講座

常緑広葉樹の見分け方

広島県立中央森林公 園

季節の寄せ植え『秋色リース』

もみじまつり

絵画コンクール
(はなのわスポットイベント)

写真教室 〈もみじ〉(三景園)

三景園のアジサイでリースつくり

10月 11日 (日 )

10月 30日 (金)～
11月 23日 (月・祝)
10月 310(1)～ 11月 21日 (1)

の毎週土曜日

11月 15日 (日 )

11月 28日 (土 )

12月 6日 (日 )

12月 26日 (土 )

10月 4日 (日 )

10月 14日 (水 )
10月 24日 (土 )

10月 24日 (土 )
～11月 15日 (日 )

11月 2日 (月 )

11月 8日 (日 )

11月 8日 (日 )

11月 13日 (金 )

11月 13日 (金 )

11月 18日 (水 )

11月 23日 (月・祝)

12月 16日 (水 )

TEL 0848‐ 86‐ 9101 三原市本郷町 http:〃 www.chuo‐ shinrin‐ kOen.or.jp/

要予約 (開催
日の 1週間前)

各自できのこを採集した後、名前や食毒の鑑定、
採取用のカゴ持参
※第 3駐車場集合
“人と木の秘密"をテーマに植物観察、ルーペ持参
散策路を歩きながら野鳥観察、双眼鏡持参
期間中はシンボルツリーの県内最大級オオモミジや
八ナノキ・大きなメタセコイアなど様々な樹々が綺麗
に色づきます。園内を巡る紅葉クイズラリーも開催
揉み上げ他、秋の手入れの基本と実践、剪定鋏、
手鋸持参
この春、中止になつたイベントを開催!

ノルディックウォーク・木工教室・寄せ植え教室・草花販売etc…
家族で楽しめる催しが盛りだくさん||(詳しく|ま HP参照)
職員と一緒に、お花のたね団子を作つて園内に蒔きましょう。
今回は八ナビシソウ等、春咲きのお花のミックス編
園内を歩きながら落葉樹の冬支度を観察、ルー
ペ持参
シダ植物について学んだ後、屋外で観察、ルーペ
持参
アラカシからツクパネガシヘ植生の観察
基本を学んだ後、剪定の実践、剪定鋏・手鋸持
参
実物の枝や葉つぱを用いて特徴や見分け方を学
ぶ、ルーペ持参

秋の生花を使つたリース作り

1年で最も美しい晩秋の日本庭園を楽しもう !

対象 :幼児・園児・小学生

講師を招き、園内のもみじを撮影 ,撮影写真を観
ながらアドバイス有り

アジサイのドライフラワーでリース作り

葉ボタンを使つた八ンギング作り

手作りの飾りで新年を迎えましょう !

料
　
料
料
　
料

　

料

無
　
無
無
　
無

　

無

料

料

料

料

料

料

料

無

無

無

無

無

無

無

自由参加

自由参加
自由参カロ

自由参加

要予約
先着 20名

自由参加

自由参加
先着順受付有)

自由参加

自由参加

自由参力0
要予約
先着 20名

自由参加

2,000円

320円 (大人)・
160円 (小人)

無料

2,000円
(昼食代含む)

2,500円

2,000円

2,750円から

自由参力0

要予約 (開催
日の 1週間前)
要予約 (開催
日の 1週間前)
要予約 (開催
日の 1週間前)
要予約 (開催
日の 1週間前)ング』

正月飾り講座

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為、イベントや研修会等の中止 (または延期)及び開催場所や時間等を変更する場合があります。

開催の有無については、お電話又はホームページ、SNS等で最新の情報をこ確認ください。
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緑
の
少
年
団
活
動
状
況

人
手
代
み
と
り
の
少
年
団

【署
冒
国
コ
］

八
千
代
み
ど
り
の
少
年
団
は
、
前
身
の
刈

田
小
学
校
時
代
の
昭
和
５０
年
に
設
立
、
広
島

県
で
最
初
に
設
立
し
た
歴
史
の
あ
る
少
年
団

の
１
つ
で
す
。
現
在
は
、
八
千
代
小
学
校
（平

成
３０
年
、
刈
田
小
学
校
と
根
野
小
学
校
が
合

併
）
の
全
校
児
童
が
加
入
し
、
団
員
数
は

１
７
８
人
で
す
。
少
年
団
は
、
年
間
を
通
じ

て
多
く
県
民
が
訪
れ
る
土
師
ダ
ム
を
ど
が
あ

る
自
然
環
境
豊
か
な
安
芸
高
田
市
八
千
代
町

で
、
昨
年
は
年
間
を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
な

活
動
を
し
ま
し
た
。

学

習

活

動

全
団
員
が
年

間
を
通
し
て
花

や
野
菜
等
を
育

て
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

花
の
苗
を
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植

え
、
花
い
っ
ぱ

い
の
学
校
に
し

よ
う
と
水
を
や

り
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
年
ご

と
に
様
々
な
野
菜
等
を
栽
培
し
、
植
物
や
土

な
ど
の
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
多
く
も
っ
て

い
ま
す
。
更
に
、
校
舎
外
に
咲
い
て
い
る
季

節
に
合

っ
た
切
り
花
を
玄
関
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
情
操
教
育

に
つ
な
が
り
、
自
然
を
大
切
に
し
て
い
こ
う

奉

仕

活

動

（目
盟
田目
Ш
▼

６
年
生
は
、

地

域

の
方

に

指

導

し

て

頂

い
て
、
階
段
が

朽

ち

て
歩

き

に

く

く

な

っ

て

い
た

学

校

裏

の
遊

歩

道

を

整

備

し

ま

し
た
。
古
く
な

っ
た
階
段
の
本
を
取
り
除
き
、
新
し
い
本
を

設
置
し
て
、
砂
利

（
セ
メ
ン
ト
バ
ラ
ス
）
を

敷
き
詰
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
裏

の
自
然
観
察
に
行
き
や
す
く
な
り
、
地
域
の

方
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
‥
シ
ョ
ン
活
動

６
年
生
は
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
、

地
元
の
山
林
の
現
状
や
林
業
が
抱
え
て
い
る

と

す

る

意

欲

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

て

い
ま
す
。

に
つ
い
て
間

き
、
実
際
に

山
に
入

っ
て

間
伐
、
切
り

出
し
な
ど
の

林
業
体
験
を

し

ま

し

た
。

ま
た
、
切
り

出
し
た
丸
太

を
業
者
に
販●

舗
自
国
り

６

年

生

は
、

講

師

の
案
内
で
、

学
校

の
周

辺
や
林

の

中
を
散
策

し
、

町

内

の
地
層
に

つ
い
て
教

え

て
頂
き

ま

し

た
。

市
文
化
財

の

「
河

川

争
奪

の
断

層
」
な
ど
、
町
内
に
特
異
な
地
層
が
存
在
じ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
地
元
へ
の
愛
着
を
高

め
る
と
と
も
に
、
自
然
の
壮
大
さ
を
実
感
じ

て
い
ま
す
。

の
事
業
展
開

売
す
る
体
験
も
行
い
ま
し
た
。
２
月
に
は
林

業
に

つ
い
て
１
年
間
学
ん
だ

こ
と
を
発
表

し
、
山
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
日
団
□
田困
圏
目
〕

５
年
生
は
、
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
宿

泊
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
星
空
観
察
、

ネ

イ

チ

ャ
ー

ク

ラ

フ
ト

エ

作

や

創

作

活

動

を

通

し

て

自

然

に

親

し

み
、
命
や
自
然

の
大

切

さ

を

考
え
ま
し
た
。

花
い
っ
ば
い
運
動
な
ど

本
の
駅
八
千
代

・
木
育
授
業
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広
島
県
緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
多
数
の
中
か
ら
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
！

次
代
を
担
う
子
供
達
が
、
森
林
の
持
つ
役

割
、
緑
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
意
義

・
必
要

性
を
学
び
、考
え
る
き
っ
か
け
と
む
る
よ
う
、

広
島
県
緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
を

昭
和
２８
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど

り
推
進
機
構
の
主
催
、
広
島
県
、
広
島
県
教

育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
９９
校
か
ら
１
４
５
０
人
の
参
加
者
が
あ

り
、
９
月
‐６
日
に
審
査
会
を
開
催
し
、
次
の

と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

（順
不
同
、
敬
称
略
）

◎
入
選

（広
島
県
教
育
委

員
会
賞
）

◆
小
学
校
の
部

津
川
　
莉
央

〈福
山
市
立
水
呑
小
学
校
１
年
〉

町
田
　
亜
蓮

〈広
島
市
立
春
日
野
小
学
校
２
年
〉

前
野
　
光
紀

〈広
島
市
立
字
品
東
小
学
校
３
年
〉

渡
邊
　
　
穂

〈尾
道
市
立
山
波
小
学
校
４
年
〉

藤
谷
　
周
花

〈広
島
市
立
東
野
小
学
校
５
年
〉

中
島
　
未
来

〈広
島
市
立
観
音
小
学
校
６
年
〉

◆
中
学
校
の
部

住
田
　
　
遥

〈如
水
館
中
学
校
１
年
〉

丸
尾
　
知
那

〈東
広
島
市
立
中
央
中
学
校
２
年
〉

岡
本
　
望
心

〈広
島
市
立
美
鈴
が
丘
中
学
校
３
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

船
橋
菜
々
子

〈広
島
市
立
舟
入
高
等
学
校
１
年
〉

◆
特
別
支
援
学
校
の
部

篠
Ⅸ一騰
一　
萌
〓ヽ
小
・
〈広
島
県
立
福
山
北
特
別
支
援
学
校
中
学
部
１
年
〉

◆
中
学
校
の
部

廣
原
　
茉
生

〈福
山
市
立
鷹
取
中
学
校
１
年
〉

馬
屋
原
弥
和

〈
三
次
市
立
八
次
中
学
校
１
年
〉

〈福
山
市
立
鳳
中
学
校
１
年
〉

〈広
島
市
立
庚
午
中
学
校
２
年
〉

〈広
島
大
学
附
属
三
原
中
学
校
２
年
〉

〈広
島
市
立
大
塚
中
学
校
３
年
〉

〈尾
道
市
立
向
東
中
学
校
３
年
〉

檜
谷
　
心
結

〈呉
市
立
広
中
央
中
学
校
３
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

松
本
　
奈
々

〈広
島
県
立
三
原
高
等
学
校
２
年
〉

岩
田
　
悠
奈

〈広
島
県
立
松
永
高
等
学
校
２
年
〉

◆
特
別
支
援
学
校
の
部

大
林
　
　
陽

〈広
島
県
立
呉
特
別
支
援
学
校
中
学
部
３
年
〉

高
崎
　
　
武

〈広
島
県
立
西
条
特
別
支
援
学
校
中
学
部
３
年
〉

◎
特
選

（広
島
県
知
事
賞
）

◆
小
学
校
の
部

西
山
　
瑚
音

〈尾
道
市
立
山
波
小
学
校
４
年
〉

◆
中
学
校
の
部

士
口
〔出
　
麻
ｍ
ｍ紗

〈
近
畿
大
学
附
属
広
島
中
学
校
東
広
島
校
２
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

博
田
　
　
開

〈広
島
県
立
尾
道
東
高
等
学
校
１
年
〉

■口■

◆
特
別
支
援
学
校
の
部

清
（遠
遠
　
柚
川
一一米

〈
広
島
県
立
尾
道
特
別
支
援
学
校
中
学
部
１
年
〉

（
Ｂ
佳
に
た
昨
（
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
理
事
長
賞
）

◆
小
学
校
の
部

岡
村
　
成
実

〈海
田
町
立
海
田
小
学
校
１
年
〉

藤
縄
は
る
る

〈広
島
市
立
安
小
学
校
１
年
〉

三
田
村
結
依
翔

〈広
島
市
立
牛
田
新
町
小
学
校
１
年
〉

加
藤
　
未
衣

〈広
島
市
立
五
日
市
中
央
小
学
校
２
年
〉

鳥
飼
　
健
太

〈広
島
市
立
安
小
学
校
２
年
〉

片
島
　
　
成

〈東
広
島
市
立
豊
栄
小
学
校
２
年
〉

古
瀬
　
咲
束

〈広
島
市
立
字
品
東
小
学
校
３
年
〉

神
田
　
一麗
華

〈広
島
市
立
亀
崎
小
学
校
３
年
〉

豊
本
　
桃
々

〈広
島
市
立
牛
田
新
町
小
学
校
３
年
〉

河
野
　
葵
子

〈呉
市
立
明
立
小
学
校
４
年
〉

戸
田
　
琉
愛

〈府
中
市
立
国
府
小
学
校
４
年
〉

瀬
越
　
翔
太

〈広
島
市
立
袋
町
小
学
校
５
年
〉

松
岡
　
佳
苗

〈福
山
市
立
宜
山
小
学
校
６
年
〉

奥 友 宮 日 光
田 野 内 村 守

光 綾 萌 柊 智
□)(香 衣 太 哉

〒730‐ 8511広島市中区基町 10-52県庁森林保全課内 TEL082-513-4840
E― mall info@green_hiroshima.or.jp

ホームベージ http://www.green_hiroshima or.jp

部 事 務 局支

広島市役所震林整備課

呉市役所農林水産課

竹原市役所 建設課

三原市役所農林水産課

尾道市役所農林水産課

福山市役所農林水産課

府 ф市役所農 林課

三次市役所農政課

庄原市役所林業振興課

大竹市役所産業振興課

東広島市役所農林水産課

廿日市市役所農林水産課

0,`7■ ,`-71,2

032471-|'24

032,(カー0,48

安芸高田市役所晨林水産課

江田島市役所震林水産課

府 中町役場環境課

海田町役場都市整備課

熊野町役場震林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業振興課

北広島町役場農林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

0“ -1,012`

安芸高田市

江田島南

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

島

　

原

原

道

山

中

次

原

竹

鴎

広

呉

竹

三

尾

福

府

二

庄

大

東

町

町

町

町

中

田

野

府

海

熊

坂

安芸太田町

北広島町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

せ 日市市
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